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1 はじめに
イジング模型とは絶縁性の強磁性体のモデルである。結晶中の各々の原子 1つずつが不対
電子を持っていて、隣り合った電子間に相互作用が働くというモデルであり、磁性体の相転
移と臨界現象を理解するためによく知られている。シンプルな定義であるが、現在イジング
模型の 3次元系での厳密解は導出されておらず、1、2次元系での厳密解も容易に得られる
ものではない。このイジング模型を量子的模型である横磁場イジング模型に変更して組み合
わせ最適化問題を数値的に解く方法として、量子アニーリングという手法がある。（組み合
わせ最適化問題の例として巡回セールスマン問題、最小全域木問題等がある。）本講演では
イジング模型についての説明と量子アニーリングについての簡単な紹介を行う。

2 講演内容
まずモデルの定義について説明する。次に 1次元系でのイジング模型について厳密解を導
出し、1次元系では相転移を起こさない事を確認する。最後に量子アニーリングで用いられ
るイジング模型はどのような変更を受けるか説明し、その概要を説明する。
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